
    

暖かく
あたた    

なってきました。ツクシを

見つける
み    

ことができるようになります。 

ツクシというのは、他
ほか

の草花
くさばな

と少し
す こ  

違う
ちが  

ところがあります。葉っぱ
は   

も花
はな

もあ

りません。花
はな

が咲かない
さ    

のに、どうして

増えて
ふ   

いくのでしょうか。不思議
ふ し ぎ

だと思い
おも  

ませんか。 

ツクシの頭
あたま

の部分
ぶ ぶ ん

には、六
ろく

角形
かくけい

をしたタイルのようなもの

がビッシリついています。その部分
ぶ ぶ ん

が傘
かさ

を開いた
ひら    

ような形
かたち

に

なっています。それをはがして見る
み  

と、その裏
うら

に小さい
ちい    

袋
ふくろ

の

ようなものがついているのが分かります
わ    

。 

その袋
ふくろ

を取って
と   

、虫
むし

めがねで見て
み  

みると、小さな
ちい    

緑色
みどりいろ

の

粒
つぶ

がたくさん出て
で  

きます。綿
わた

のようにフワフワしているはず

です。これが、風
かぜ

に乗って
の   

飛んで
と   

いって、仲間
な か ま

を増やす
ふ

こと

になるのです。タンポポの綿毛
わ た げ

に似て
に  

いますね。 

ツクシの先祖
せ ん ぞ

は、三億年
さんおくねん

も昔
むかし

に地球
ちきゅう

に生まれた
う    

と言われ
い   

て

います。ツクシの近く
ち か  

には､スギナという植物
しょくぶつ

が生えて
は   

いる

ことが多い
おお  

のですが、この関係
かんけい

については、皆さん
みな    

が調べて
しら    

みてください。                村越 新    

つくし 


